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埼
玉 

大
宮
氷
川
神
社
例
祭

八
戸
三
社
祭(

７
月
31
日
〜
4
日)

青
森 

ね
ぶ
た
祭(

〜
７
日)

秋
田 

竿
燈(

〜
６
日)

、三
重 

桑
名
石
取
祭(
〜
4
日)

広
島
平
和
記
念
日
、仙
台
七
夕
ま
つ
り（
〜
８
日
）

長
崎
原
爆
忌
、京
都 

清
水
寺
千
日
詣
り(

〜
16
日)

、新
潟
祭（
〜
６
日
）

千
葉 

館
山
安
房
神
社
例
祭

徳
島
阿
波
踊
り(

〜
15
日
）

木
曽
御
獄
教
御
神
火
祭

立
秋
、山
口 

下
関
忌
宮
数
方
庭
祭(

〜
13
日)

山
形 

花
笠
祭(

〜
７
日)

京
都
・
箱
根
大
文
字

　
山
の
日
、高
知
よ
さ
こ
い
祭
り(

９
日
〜
）

月
遅
れ
盆
迎
え
火

奈
良 

春
日
大
社
中
元
万
燈
籠（
〜
15
日
）

滋
賀 

建
部
大
社
船
幸
祭
、静
岡 

三
嶋
大
社
祭
り（
15
日
〜
）

神
奈
川 

鎌
倉
宮
例
祭(

19
日
〜
）

埼
玉 

四
萬
部
寺
大
施
食
会

終
戦
記
念
日

秋
田 

花
輪
ば
や
し(

〜
20
日
）

処
暑
、千
葉
神
社
だ
ら
だ
ら
祭(

16
日
〜
）

地
蔵
盆(

〜
24
日
）

東
京 

亀
戸
天
神
祭(

23
日
〜
）

山
梨 

吉
田
の
火
祭
り(

〜
27
日
）

神
奈
川 

大
山
阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭(

〜
29
日
）

2
0
2
4
年
6
月
2
7
日

d
メ
ニ
ュ
ー 

ニ
ュ
ー
ス
（
フ
ィ
ナ
シ
ー
）

「
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
4
」
日
本
は
1
0
点
中
6

点
で
5
1
位

　
日
本
の
幸
福
度
の
推
移（
図
表
）

を
見
る
と
、
2
0
1
7
〜
1
9
年

を
底
に
徐
々
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

特
に
2
0
2
0
〜
2
2
年
は
コ
ロ

ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
高
値
と

な
り
、
直
近
で
は
若
干
下
が
っ
た

も
の
の
6
点
台
を
維
持
し
、
過
去

最
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
や
や
意
外
な
感
じ
も
し
ま
す

が
、
日
本
だ
け
で
な
く
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
幸
福
度
の
推
移
は
世
界

的
に
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
そ
う

で
す
。
想
定
よ
り
も
経
済
の
落
ち

込
み
が
避
け
ら
れ
た
こ
と
や
、コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
逆
に
人
と
の
つ

な
が
り
が
支
え
に
な
っ
た
等
の
要

因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
世
界
幸
福
度
報
告
で

は
、
ど
の
よ
う
に
幸
福
度
を
測
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
各

国
の
幸
福
度
は
、
た
っ
た
一
つ
の
質

問
へ
の
回
答
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ

ま
す
。
自
分
の
人
生
が
理
想
的
で

あ
れ
ば
1
0
、
逆
で
あ
れ
ば
０
と

し
た
場
合
に
、
ど
の
段
階
に
い
る

か
を
梯
子
（
は
し
ご
）
に
例
え
て

答
え
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
上
で

幸
福
度
に
影
響
す
る
6
つ
の
要
因

（
❶
経
済
水
準
❷
社
会
的
支
援
　

❸
健
康
寿
命
　
❹
人
生
選
択
の
自

由
度
　
❺
寛
容
さ
　
❻
政
治
の
腐

敗
）
と
し
て
、
ど
の
項
目
が
ど
の

程
度
、
幸
福
度
に
影
響
し
て
い
る

か
を
詳
し
く
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
1
4
3
カ
国
中
5
1
位
の
日
本

は
、
世
界
の
平
均
以
上
で
す
。
そ

の
要
因
は
経
済
水
準
（
国
民
一
人

当
た
り
G
D
P
）
に
あ
り
、
強
み

と
も
い
え
ま
す
。
た
だ
し
ラ
ン
キ

ン
グ
上
位
1
0
カ
国
と
比
較
す
る

と
、
強
み
で
あ
っ
た
経
済
水
準
も

相
対
的
に
低
く
な
り
、
他
の
要
因

も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
唯

一
、
健
康
寿
命
だ
け
は
上
位
1
0

カ
国
よ
り
も
高
い
と
い
う
状
況
で

し
た
。

　
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
順
位
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
中
身

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な

示
唆
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
国
の

数
値
が
ど
の
よ
う
に
、
ど
う
い
う

要
因
で
動
い
て
い
る
の
か
を
分
析

し
た
う
え
で
、
ど
ん
な
施
策
が
必

要
な
の
か
を
考
え
、
社
会
に
実
装

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

実は上がっている？「日本の幸福度」

日本の幸福度の推移 (第一生命経済研究所作成 )
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マスコミ通信　mass communication report (2)  

2
0
2
4
年
7
月
5
日
　
福
井
新
聞

2
0
2
4
年
6
月
1
1
日   

N
H
K
さ
い
た
ま
放
送
局

　
福
井
県
内
で
通
夜
葬
儀
の
日
程

が
、
遺
族
の
希
望
よ
り
も
数
日
遅
れ

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
葬
儀
社

側
の
慢
性
的
な
人
手
不
足
が
背
景

に
あ
る
と
み
ら
れ
、
葬
祭
場
に
空
き

が
あ
っ
て
も
通
夜
葬
儀
が
行
え
な
い

場
合
も
あ
る
。
関
係
者
か
ら
は
「
人

員
の
補
充
が
な
い
限
り
は
当
面
同
じ

状
況
が
続
く
だ
ろ
う
」
と
の
声
が
聞

こ
え
て
く
る
。

　
６
月
下
旬
の
早
朝
、
父
親
が
死
去

し
た
福
井
市
内
の
３
０
代
会
社
員

男
性
は
、
亡
く
な
っ
た
日
の
翌
日
通

夜
、翌
々
日
の
葬
儀
を
希
望
し
た
が
、

葬
儀
社
か
ら
示
さ
れ
た
最
短
の
通

夜
日
程
は
３
日
後
だ
っ
た
。
担
当
者

か
ら
は
「
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
」「
ご

希
望
の
日
程
に
対
応
で
き
な
い
」
と

頭
を
下
げ
ら
れ
た
。
男
性
ら
遺
族
は

葬
儀
場
の
安
置
所
で
父
親
の
遺
体

に
付
き
添
っ
た
が
、
そ
の
間
に
他
家

の
通
夜
葬
儀
は
な
く
、
葬
儀
業
界
の

人
手
不
足
を
実
感
し
た
と
い
う
。

　
葬
儀
後
２
日
間
は
関
係
各
所
へ

の
あ
い
さ
つ
回
り
で
過
ぎ
去
っ
た
。

男
性
は
「
忌
引
休
暇
中
に
父
親
の
年

金
や
金
融
機
関
、
車
の
名
義
な
ど
多

く
の
手
続
き
を
進
め
た
か
っ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
手
を
付
け
ら
れ
な
い
ま
ま

職
場
に
復
帰
し
た
。
気
が
か
り
な
ま

ま
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
で

き
れ
ば
１
日
で
も
早
い
日
程
で
お
願

い
し
た
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
こ
れ
ま
で
県
内
の
通
夜
日
程
は
午

前
に
亡
く
な
っ
た
ら
翌
日
、
午
後

だ
っ
た
ら
翌
々
日
が
一
般
的
だ
っ
た

が
、
県
内
の
あ
る
葬
儀
社
の
管
理
職

は
「
今
は
長
い
と
３
〜
４
日
待
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
る
」
と
明
か
す
。

特
に
冬
場
は
葬
儀
場
が
混
み
合
う

た
め
に
「
昨
季
は
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー

ス
で
数
日
待
っ
て
も
ら
っ
た
」
と
い

う
。
こ
の
葬
儀
社
で
は
、
各
遺
族
の

担
当
者
と
し
て
通
夜
葬
儀
を
取
り

仕
切
れ
る
社
員
は
十
数
人
。「
本
来

な
ら
ば
、
あ
と
３
、
４
人
必
要
だ
が
、

こ
こ
４
〜
５
年
は
退
職
者
を
補
充
で

き
て
い
な
い
」。
従
来
は
最
初
に
遺

族
に
面
会
し
た
担
当
社
員
が
葬
儀

終
了
ま
で
寄
り
添
う
体
制
を
取
っ
て

き
た
が
、
近
年
は
交
代
制
を
導
入
し

な
い
と
社
員
が
休
日
を
消
化
で
き
な

い
状
況
が
続
く
。
管
理
職
の
男
性
は

「
今
は
多
く
の
業
界
が
人
手
不
足
。

中
で
も
葬
儀
業
は
魅
力
や
や
り
が
い

を
伝
え
る
の
が
難
し
く
、
採
用
に
苦

労
し
て
い
る
」
と
こ
ぼ
す
。

葬
儀
が
数
日
遅
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
加

　
厚
生
労
働
省
の
最
新
の
人
口
動
態

統
計
に
よ
り
ま
す
と
、
お
と
と
し
1

年
間
に
国
内
で
死
亡
し
た
日
本
人
の

数
は
統
計
開
始
以
降
、
初
め
て

1
5
0
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
多
死

社
会
が
到
来
す
る
中
、
1
人
暮
ら
し

の
人
の
増
加
や
家
族
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
を
背
景
に
、
亡
く
な
っ
た
あ

と
、
遺
体
を
引
き
取
っ
て
火
葬
す
る

親
族
が
い
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

引
き
取
り
手
が
い
な
い
遺
体
が
増
加

　
N
H
K
さ
い
た
ま
放
送
局
は
、
埼

玉
県
内
の
人
口
1
0
万
以
上
の
自
治

体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ

の
結
果
、
昨
年
度
、
身
寄
り
が
な
い

遺
体
を
引
き
取
っ
て
火
葬
し
た
件
数

は
、
少
な
く
と
も
1
5
0
4
件
に
上

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

5
年
前
の
1
2
1
2
件
よ
り
2
4
％

増
え
て
い
ま
し
た
。一
方
、
火
葬
ま

で
に
ど
こ
ま
で
親
族
調
査
を
行
え
ば

い
い
か
や
遺
体
や
遺
骨
、
遺
留
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
統
一
的
な
ル
ー

ル
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が

手
探
り
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

引
き
取
り
手
が
い
な
い
遺
体
で

自
治
体
や
警
察
の
負
担
増
加(

埼
玉
）

が
実
情
だ
と
い
う
こ
と
も
見
え
て
き

ま
し
た
。

　
身
寄
り
が
な
い
遺
体
を
最
終
的

に
引
き
取
る
義
務
を
負
う
自
治
体

か
ら
は
、
火
葬
に
至
る
ま
で
の
一
連

の
確
認
作
業
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
埼
玉
県
朝
霞
市
は
、

市
が
火
葬
を
行
っ
た
後
、
遺
体
を
引

き
取
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
親
族

か
ら
の
申
し
出
を
防
ぐ
た
め
、
県
が

示
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
、
担
当

の
職
員
が
戸
籍
を
3
親
等
ま
で
調
査

し
、
遺
体
の
引
き
取
り
や
火
葬
で
き

る
親
族
が
い
な
い
か
1
件
1
件
確
認

し
て
い
ま
す
。

　
市
に
よ
り
ま
す
と
、
調
査
を
行
っ

て
も
親
族
の
連
絡
先
が
判
明
し
な
い

ケ
ー
ス
や
わ
か
っ
た
と
し
て
も
引
き

取
り
を
拒
否
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
負
担
は
年
々
重
く
な
っ
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
市
は
調
査
を
行
っ
て

い
る
間
、
契
約
す
る
葬
儀
業
者
に
遺

体
の
安
置
を
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、

長
い
ケ
ー
ス
だ
と
期
間
が
半
年
に
及

ぶ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

警
察
も
対
応
迫
ら
れ
る

　
埼
玉
県
警
察
本
部
に
よ
り
ま
す

と
、
去
年
1
年
間
に
県
内
で
行
っ
た

検
視
な
ど
の
件
数
は
1
万
1
9
0
5

件
で
、
5
年
前
と
比
較
し
て
2
0
％

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
4
分
の

1
に
あ
た
る
3
0
5
2
件
が
、
病
気

な
ど
で
自
宅
で
死
亡
し
た
1
人
暮
ら

し
の
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

身
寄
り
が
な
く
引
き
取
り
手
を
探

す
の
に
時
間
が
か
か
り
、一
定
の
期

間
、
遺
体
を
警
察
署
で
安
置
す
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
警

察
は
今
年
度
、
遺
体
を
安
置
す
る
設

備
を
拡
充
す
る
な
ど
の
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

専
門
家
「
国
レ
ベ
ル
で
検
討
を
」

　
自
治
体
の
火
葬
業
務
な
ど
の
実

情
に
詳
し
い
長
野
大
学
の
鈴
木
忠
義

教
授
は
、「
自
治
体
が
担
う
火
葬
や

遺
骨
の
管
理
な
ど
は
福
祉
行
政
の
中

で
も
専
門
性
が
高
く
、
人
員
や
費
用

が
限
ら
れ
る
中
で
対
応
を
迫
ら
れ

る
。
負
担
を
ど
の
よ
う
に
軽
減
し
て

い
く
か
が
課
題
だ
。
対
応
す
る
自
治

体
や
警
察
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

国
レ
ベ
ル
で
検
討
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
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※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

将
来
の
見
込
み
顧
客
と

な
る
個
人
会
員
数
は
、

年
間
2
〜
3
万
人
の

ペ
ー
ス
で
拡
大

　
葬
儀
会
館
「
テ
ィ
ア
」
の

運
営
と
F
C
事
業
を
展
開
す

る
株
式
会
社
テ
ィ
ア
（
名
古

屋
市
）
は
「
テ
ィ
ア
の
会
」
の

会
員
並
び
に
同
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
提
携
団
体

（
法
人
・
各
種
団
体
）
を
獲
得

す
る
こ
と
で
、
売
上
の
成
長

に
つ
な
げ
て
い
る
。
2
0
2
4

年
9
月
期
第
2
四
半
期
累
計

の
葬
儀
売
上
高
の
顧
客
別
構

成
比
を
見
る
と
、「
テ
ィ
ア
の

会
」
会
員
で
6
6
・
0
%
、
提

携
団
体
で
2
5
・
1
%
と
な
っ

て
お
り
、
会
員
・
提
携
団
体

向
け
で
売
上
高
の
9
0
%
以

上
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
そ
の
重
要
性
が
う
か
が

え
る
。
な
お
、
フ
リ
ー
客
の
構

成
比
が
6
・
9
%
と
前
年
同

期
比
で
3
・
3
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
た
が
、
低
価
格
ニ
ー
ズ

を
取
り
込
む
た
め
に
非
会
員

向
け
に
提
供
を
開
始
し
た

「
テ
ィ
ア
シ
ン
プ
ル
」
の
売
上

が
伸
び
た
こ
と
に
よ
る
。

　「
テ
ィ
ア
の
会
」
は
、
入
会

金
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
会

員
特
別
価
格
で
葬
儀
や
葬
儀

後
の
法
要
、
香
典
返
し
な
ど

を
利
用
で
き
る
ほ
か
、
提
携

企
業
1
8
1
社
、
全
国
2
4
1

店
で
利
用
可
能
な
「
会
員
優

待
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
生
き
方

応
援
ポ
イ
ン
ト
」「
葬
儀
保
険
」

と
い
っ
た
各
種
特
典
や
割
引

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
同

社
独
自
の
会
員
シ
ス
テ
ム
と

な
る
。
会
員
数
は
2
0
2
4

年
9
月
期
第
2
四
半
期
末
で

5
1
1
6
3
6
人
と
年
間
2

〜
3
万
人
の
ペ
ー
ス
で
増
加

し
続
け
て
い
る
ほ
か
、
提
携

団
体
も
1
3
7
5
団
体
と
増

加
基
調
が
続
い
て
お
り
、
今

後
も
安
定
し
た
需
要
が
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
会

員
や
提
携
団
体
に
つ
い
て
は
、

新
規
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
T
L
D
事
業
の
有
力

な
顧
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
も

な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
す
で
に
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

開
設
し
、
業
務
に
役
立
て
て
い
る
葬
儀
社
様
の
事
例

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
導
入
を
検
討
さ
れ
る
際
の

材
料
に
ど
う
ぞ
。

Youtube活用に成功している葬儀社  ーSNS導入事例ー 

2
0
2
3
年
1
2
月
2
7
日

葬
儀
屋
・
j
p 

H
P
よ
り

2
0
2
4
年
6
月
1
2
日

d
メ
ニ
ュ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

（
F
I
S
C
O
株
式
会
社
・
企
業
報
）

3/3

❻【
西
田
葬
儀
社
チ
ャ

ン
ネ
ル
】

　「
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
し
だ
」

で
お
な
じ
み
の
西
田
葬
儀
社

の
Y
o
u
T
u
b
e
は
、
大
変

珍
し
い
、
筆
者
一
押
し
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
す
。
な
ん
と
い
っ
て

も
会
社
代
表
で
は
な
く
社
員

が
登
場
し
て
い
る
点
が
珍
し

く
、
そ
の
戦
略
は
秀
逸
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
蜷
川
さ
ん
（
男
性
）
と
吉
田

さ
ん
（
女
性
）
に
よ
る
、
葬
儀

業
界
ら
し
か
ら
ぬ
「
ゆ
る
い
」

や
り
と
り
に
、ほ
の
ぼ
の
と
し

な
が
ら
葬
儀
の
知
識
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
2
3
年
7
月

1
1
日
配
信
の
動
画
か
ら
、
吉

田
さ
ん
の
異
動
に
伴
い
、
新
た

な
ブ
レ
ー
ン
と
な
っ
た
の
が
入

社
し
た
て
の
女
性
社
員
の
石

橋
さ
ん
。
吉
田
さ
ん
よ
り
も
さ

ら
に
ゆ
る
い
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
も
注
目
で
す
。

　
西
田
葬
儀
社
の
秀
逸
な
点

は
、ロ
ケ
、
商
品
レ
ビ
ュ
ー
、

シ
ョ
ー
ト
コ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ト
ラ
イ
す

る
企
画
力
や
演
者
の
や
り
取

り
に
加
え
て
、
随
所
に
テ
レ
ビ

C
M
や
新
卒
採
用
P
V
な
ど

を
配
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
Y
o
u
T
u
b
e
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
の
特
性
を
企
業
側
が

し
っ
か
り
と
理
解
し
た
う
え

で
、
有
効
に
活
用
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
社
員
た
ち
が
「
や
ら

さ
れ
て
い
る
」の
で
は
な
く
自

ら
進
ん
で
動
画
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
は
、
視
聴
者
に

も
好
印
象
を
与
え
、
企
業
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
に
寄
与
し
、
認

知
拡
大
、
集
客
、
採
用
な
ど
に

つ
な
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

鎌
倉
新
書
主
催
、
第
一
回
「
終

活
川
柳
大
賞
」の
佳
作
を
ご
紹

介
。
終
活
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
て
い
ま
す
。

終
活
川
柳

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

人の世の
御縁に気付く
縁ディング

（お餅 徳島県 41歳）

あの世には
Wi-Fi あるか
孫が聞く

（ちく 大阪府 41歳）

古希過ぎて
「月が綺麗」と
告げる恋

（ま～ちゃん 石川県 79歳）
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マスコミ通信　mass communication report

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
十
九
年
（
ニ
〇
〇
七
年
）

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
）

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
年
）

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
）

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
年
）

安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

    

 

 

 

 

 

 

   

 
 

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

七

日

（
水
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

三
十
一
日
（
土
）

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

七

日

（
水
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

三
十
一
日
（
土
）

(4)  
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マスコミ通信　mass communication report(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
十
九
年
（
ニ
〇
〇
七
年
）

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
）

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
年
）

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
）

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
年
）

安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

    

 

 

 

 

 

 

   

 
 

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

七

日

（
水
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

三
十
一
日
（
土
）

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

七

日

（
水
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

三
十
一
日
（
土
）

(5)  
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マスコミ通信　mass communication report (6)  (6)  

【
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の
相
談
】

江
原
さ
ん
は
、
仏
事
の
簡
素

化
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す

か
？ 「（
簡
素
化
は
）
仕
方
が

な
い
」
と
な
る
と
、
ど
ん
ど

ん
「
や
ら
な
く
て
も
い
い
」

と
な
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。

【
江
原
氏
の
回
答
】

江
原
：
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に

は
鉄
則
が
あ
り
ま
す
。ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
は
目
に
見
え
な

い
こ
と
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら

「
ど
れ
だ
け
し
た
か
」で
は
な

く
、「
ど
れ
だ
け
（
気
持
ち
を
）

込
め
た
か
」
が
大
切
で
す
。

大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
盛
大

に
や
っ
た
っ
て
、
誰
も
お
父

さ
ん
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
り
、み
ん
な
で
親

戚
や
近
所
の
人
た
ち
の
悪
口

を
言
っ
た
り
し
て
い
た
ら
、

何
の
意
味
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　
と
は
い
え
「
何
で
も
簡
素

化
す
れ
ば
い
い
も
の
じ
ゃ
な

い
」
と
い
う
、
相
談
者
さ
ん

の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
こ
と
も

分
か
り
ま
す
。
こ
れ
も
気
持

ち
が
あ
っ
て
の
簡
素
化
と
、

気
持
ち
も
な
く
簡
素
化
す
る

の
は
違
う
ん
で
す
よ
ね
。
結

局
は
ど
ち
ら
に
せ
よ
『（
ど
の

く
ら
い
の
思
い
を
）
込
め
て
い

る
か
』
な
ん
で
す
。

　
私
の
知
っ
て
い
る
人
に
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も
な
い
の

に
、
ご
家
族
が
亡
く
な
っ
て
、

突
然
キ
リ
ス
ト
教
式
で
お
葬

式
を
あ
げ
た
人
が
い
た
ん
で

す
。
理
由
は
お
葬
式
の
費
用

が
一
番
安
か
っ
た
か
ら
。「
い

や
ぁ
〜
キ
リ
ス
ト
教
は
安
く

て
い
い
よ
〜
！
」
な
ん
て
言
っ

て
い
た
ん
で
す
っ
て
。

進
行
：
え
っ
…
…
お
葬
式
に

か
か
る
金
額
で
選
ば
れ
た
ん

で
す
ね
。
そ
れ
だ
と
気
持
ち

と
い
う
か
…
。

江
原
：
信
仰
と
し
て
も
お
か

し
い
し
、
な
ん
だ
か
こ
う
、
人

間
の
感
性
と
し
て
も
お
か
し

い
で
す
よ
ね
。
心
か
ら
寄
り

　
長
野
市
で
7
5
歳
に
な
る

男
性
が
、
4
年
か
け
て
、
高

さ
5
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

「
薬
師
如
来
像
」
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
作
者
は
農
家
の

西
沢
治
夫
さ
ん
（
7
5
）。

2
0
2
0
年
1
月
か
ら
自
宅

の
敷
地
で
一
人
で
制
作
を
始

め
、
4
年
余
り
経
っ
た
5
月

末
、
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
仏
像
を
作
り
始
め
た
の
は

体
力
が
落
ち
は
じ
め
た
2
0

年
ほ
ど
前
、
友
人
か
ら
勧
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
そ
の
人
の
仏
像
を
見
て
、

い
や
す
ご
い
な
、
俺
も
や
っ

て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
。

最
初
は
、
小
さ
い
の
を
彫
っ

て
た
ん
だ
わ
、
何
体
か
1
0

セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
。
だ
ん
だ

ん
彫
り
始
め
て
、『
結
構
い
い

ね
』
と
、
そ
れ
で
ハ
マ
っ

ち
ゃ
っ
た
の
」（
西
沢
さ
ん
）

　
以
来
、
独
学
で
腕
を
磨
い

て
き
た
西
沢
さ
ん
。
木
材
を

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
り
出
し

て
か
ら
「
の
み
」
で
彫
り
進

め
る
ス
タ
イ
ル
で
す
。
そ
れ

ま
で
一
本
の
木
か
ら
掘
り
出

す
「
一
木
造
」
で
し
た
が
、
4

年
前
、
複
数
の
木
材
を
彫
っ

て
寄
せ
合
わ
せ
る
「
寄
木
造
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
巨
大
な
仏

像
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

　「
大
き
い
と
、
バ
ラ
ン
ス
が

よ
く
わ
か
ん
な
く
な
る
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
離
れ
て
、
た
ま
に
ス

マ
ホ
で
撮
っ
て
、『
あ
れ
、

ち
ょ
っ
と
こ
こ
お
か
し
い
な
』

と
か
、バ
ラ
ン
ス
が
一
番
、彫
っ

て
い
く
中
で
は
難
し
い
ね
」

　
当
時
は
ち
ょ
う
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
拡
大
し

始
め
た
時
期
。
仏
像
は
病
気

を
治
し
、心
身
の
健
康
を
守
っ

て
く
れ
る
と
さ
れ
る
「
薬
師

如
来
」
に
し
ま
し
た
。（
西
沢

さ
ん
）

添
っ
て
お
通
夜
や
お
葬
式
を
し

て
、
そ
し
て
火
葬
し
て
、
気
持

ち
を
込
め
て
送
り
出
し
た
ほ
う

が
、
よ
ほ
ど
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
ん
で
す
。

　
家
族
で
あ
っ
て
も
友
達
で

あ
っ
て
も
、
心
か
ら
「
あ
り
が

と
う
ね
」「
ま
た
会
お
う
ね
、
さ

よ
う
な
ら
」
と
思
っ
て
く
れ
た

ら
十
分
。
ど
ん
な
に
盛
大
で
、

立
派
な
祭
壇
を
作
っ
て
も
ら
っ

て
も
、
形
ば
か
り
だ
っ
た
ら
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
気
持

ち
・
心
で
す
よ
。
形
じ
ゃ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
相
談
者
さ
ん

も
今
の
言
葉
で
き
っ
と
分
か
る

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
、
気
持
ち
が
な
い
人

と
い
う
の
は
、
必
ず
そ
の
人
に

返
っ
て
き
ま
す
。「
自
ら
蒔
い
た

種
、
自
ら
刈
り
取
る
」
と
い
う

こ
と
で
、
必
ず
何
か
で
寂
し
い

思
い
を
し
ま
す
。
そ
う
し
た
と

き
に
「
心
が
大
切
だ
」
と
い
う

こ
と
に
気
づ
く
ん
で
す
。
こ
れ

は
罰
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
気

づ
く
ん
で
す
。
だ
か
ら
冷
た
い

人
と
い
う
の
は
悪
い
人
な
の
で

は
な
く
、
ま
だ
本
当
の
愛
を
知

ら
な
い
だ
け
な
の
で
す
。

2
0
2
4
年
3
月
2
2
日
　
T
O
K
Y
O 

F
M
　
江
原
啓
之 

お
と
語
り

江
原
啓
之
氏
が
ラ
ジ
オ
番
組
で

仏
事
の
簡
素
化
に
つ
い
て
の
相
談
に
…

2
0
2
4
年
6
月
1
8
日
　
N
B
S
長
野
放
送

高
さ
5
・
4
ｍ
薬
師
如
来
像

7
5
歳
が
独
学
で
4
年
か
け
て
完
成

●
私
が
ま
だ
８
歳
く
ら
い
だ
っ

た
頃
の
お
話
し
で
す
。
親
戚
の

お
葬
式
が
あ
り
、
お
経
が
始
ま

り
ま
し
た
。
あ
と
で
聞
い
た
話

で
は
、
浄
土
真
宗
の
お
経
だ
っ

た
ら
し
い
の
で
す
が
、
当
時
は
、

何
を
唱
え
て
い
る
の
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
言
葉
が
延
々
と
続
き

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
は
っ
き
り

と
聞
こ
え
た
言
葉
が
「
な
ま
だ

―
、な
ま
だ
―
」
あ
あ
そ
う
か
、

ま
だ
火
葬
前
だ
か
ら
生
な
の

か
。
じ
ゃ
あ
火
葬
が
終
わ
っ
た

ら
、「
焼
け
た
―
焼
け
た
―
」っ

て
唱
え
る
の
か
な
？
な
ど
と
考

え
た
い
た
ら
、
自
然
と
笑
い
が

込
み
上
げ
て
き
て
、
神
妙
に
お

経
を
聴
い
て
い
る
人
た
ち
の
中

で「
ク
ク
ク
ッ
…
」
と
小
刻
み

に
震
え
な
が
ら
笑
い
続
け
て
い

る
と
、
躾
に
厳
し
い
親
類
の
お

ば
さ
ん
か
ら
襟
首
つ
か
ま
れ

て
、
式
場
外
に
連
れ
出
さ
れ
ま

し
た
。 お

葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

ほ
っ
こ
り

タ
イ
ム

24
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聖
な
る
香
木
の
お
香

「
パ
ロ
サ
ン
ト
ノ
オ
ト
」

　
創
業
3
0
0
年
超
、
お
線

香
・
ろ
う
そ
く
の
企
画
開
発

を
行
っ
て
い
る
、
株
式
会
社

丸
叶
む
ら
た(
埼
玉
県)

は

注
目
の
ア
イ
テ
ム
「
パ
ロ
サ

ン
ト
」
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
純
粋
な
パ
ロ
サ
ン
ト
の

香
り
を
楽
し
め
る
お
香
「
パ

ロ
サ
ン
ト
ノ
オ
ト
」
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
パ
ロ
サ
ン
ト

の
香
り
に
は
心
身
を
癒
し
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
浄
化
ア
イ
テ
ム
と
し

て
も
使
わ
れ
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
と
し
て
ヨ
ガ
や
瞑
想
を

実
践
す
る
と
き
に
「
パ
ロ
サ

ン
ト
」
の
甘
く
幻
想
的
な
香

り
が
深
い
呼
吸
を
促
進
し
、

自
然
と
心
が
落
ち
着
き
、

ゆ
っ
た
り
広
が
る
香
り
は
頭

を
ク
リ
ア
に
し
、
瞑
想
状
態

へ
入
り
や
す
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
パ
ロ
サ
ン
ト

の
香
木
そ
の
も
の
に
火
を
点

け
煙
り
と
香
り
を
出
す
方

法
が
主
流
で
あ
り
、
危
険
を

伴
う
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
火
を
点
け
て
香
り

を
出
す
こ
と
を
得
意
と
す

る
お
香
に
活
か
し
て
は
、
と

考
え
、開
発
に
至
り
ま
し
た
。

純
粋
な
パ
ロ
サ
ン
ト
の
香
り

を
出
す
た
め
に
パ
ロ
サ
ン
ト

の
香
木
を
輸
入
し
、
日
本
国

内
で
粉
砕
し
パ
ウ
ダ
ー
状

に
し
て
お
香
に
直
接
練
り

込
み
ま
し
た
。
天
然
成
分
だ

け
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
香

り
の
成
分
は
パ
ウ
ダ
ー
状
の

パ
ロ
サ
ン
ト
だ
け
。つ
な
ぎ

の
役
割
を
す
る
お
香
の
主

原
料
「
椨
粉
」
と
煙
を
抑
え

る
役
割
を
す
る
「
木
炭
」
と

「
パ
ロ
サ
ン
ト
パ
ウ
ダ
ー
」

だ
け
が
原
材
料
で
す
。

@
P
r
e
s
s
　
株
式
会
社
丸
叶
む
ら
た

2
0
2
3
年
7
月
1
1
日

P
R 

T
I
M
E
S
（
株
式
会
社 

や
ま
こ
う
）

2024年 6月 12日
PR TIMES （株式会社中川政七商店）

東
北
の
木
彫
り
職
人

と
作
っ
た
、「
精
霊
馬
」

　
青
森
県
八
戸
市
で
木
彫

り
の
馬
を
手
掛
け
る
「
八
幡

馬
」
と
中
川
政
七
商
店
の
コ

ラ
ボ
商
品
。
仏
壇
彫
刻
に
も

使
わ
れ
る
シ
ナ
の
木
を
使

い
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
仕
事

で
作
ら
れ
た
あ
た
た
か
み
の

あ
る
精
霊
馬
は
、
和
洋
様
々

な
お
部
屋
に
馴
染
み
ま
す
。

麻
素
材
の
ホ
オ
ズ
キ
は
、
ご

先
祖
様
の
道
し
る
べ
と
な
る

迎
え
火
・
送
り
火
を
表
現
。

敷
板
付
き
で
リ
ビ
ン
グ
や

玄
関
な
ど
の
省
ス
ペ
ー
ス
で

も
、
盆
棚
の
よ
う
に
飾
り
付

け
が
で
き
ま
す
。
ま
た
す
べ

て
繰
り
返
し
使
え
る
素
材
・

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
夏
の
し
つ
ら
い
と
し
て

毎
年
飾
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
。

ク
リ
ス
タ
ル
の
精
霊

馬
・
牛

　
株
式
会
社
や
ま
こ
う
（
名

古
屋
市
）
は
、
現
代
の
住
宅

事
情
に
最
適
な
「
モ
ダ
ン
ま

こ
も
セ
ッ
ト
」
の
販
売
し
て

お
り
ま
す
。
お
盆
を
迎
え
る

用
品
と
し
て
伝
統
的
な
「
ガ

ラ
ス
製
の
精
霊
馬
・
牛
」「
大

理
石
の
真
菰（
ま
こ
も
）」「
モ

ダ
ン
迎
え
火
」
の
一
式
を

セ
ッ
ト
に
す
る
事
で
、
ク
リ

ス
タ
ル
の
輝
き
と
お
線
香
の

香
り
に
包
ま
れ
る
、
美
し
い

様
式
の
お
盆
飾
り
で
す
。
主

要
E
C
サ
イ
ト
、
ま
た
は
、

や
ま
こ
う
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
ご
購
入
い
た

だ
け
ま
す
。

価
格
9
9
9
0
円
（
税
込
）

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
人
生
後
半
、
そ
ろ
そ
ろ

仏
教
に
ふ
れ
よ
う
】

　著
者
／
古
舘 

伊
知
郎
　
　

　
　
　
佐
々
木 

閑

出
版
／ 

P
H
P
新
書

仏
教
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
す

る
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

古
舘
伊
知
郎
氏
と
、
古
舘

氏
が
師
匠
と
仰
ぐ
仏
教
研

究
第
一
人
者
の
佐
々
木
閑
氏

と
の
共
著
で
す
。
6
9
歳
と

な
っ
た
古
舘
氏
が
「
釈
迦
の

教
え
」
を
専
門
家
に
学
び
、

死
生
観
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
す
。
古
舘
伊
知
郎
氏
が

推
し
活
す
る
釈
迦
の
教
え
。

老・病・死
に
向
き
合
い
、「
生

き
る
意
味
」
を
考
え
る
う
え

で
、
釈
迦
（
ブ
ッ
ダ
）
の
仏

教
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

【
死
を
乗
り
越
え
る

　
　
　
名
言
ガ
イ
ド
】

　著
者
／ 

一
条 

真
也

出
版
／
現
代
書
林

本
書
に
は
、
小
説
や
映
画
に

登
場
す
る
言
葉
も
含
め
、
古

今
東
西
の
聖
人
、
哲
人
、
賢

人
、
偉
人
、
英
雄
た
ち
の
言

葉
、さ
ら
に
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ・

ア
メ
リ
カ
ン
た
ち
に
よ
っ
て

語
り
継
が
れ
て
き
た
言
葉

ま
で
、
1
0
0
の
「
死
を
乗

り
越
え
る
名
言
」
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。『
死
を
乗
り
越

え
る
読
書
ガ
イ
ド
』（『
死
が

怖
く
な
く
な
る
読
書
』
を
改

題
）『
死
を
乗
り
越
え
る
映

画
ガ
イ
ド
』
に
続
く
「
死
を

乗
り
越
え
る
」
と
い
う
シ

リ
ー
ズ
の
第
三
弾
。

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。
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